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1. はじめに 
 近年では河川整備によって流路が安定し，それによって河道内で安定化した砂州部や流れのない場所におい

て植生(樹木群落と草本群集)が発達している河川が多く見られる．河道内の植生群落は，景観や生態系を豊か

にする反面，局所的な洪水時の流下能力の低下や，水位上昇，樹木群と堤防との間の高流速の発生による護岸

および堤防の損傷を生じさせることがある．これらの影響を明らかにするには，河道内の植生群落の分布範囲，

樹高，樹種による抗力の違い，密生度などを把握する必要がある．そのため本研究では，これらの植生群落の

リモートセンシング技術による簡易的な計測手法の検討と精度比較を行った． 

2. レーザー計測 
 精度比較のため，本研究では兵庫県姫路市の第二級河川である市川において地上型レーザー計測(2007 年 11
月 17 日)と，航空レーザー計測(2006 年 3 月 15 日と 2007 年 10 月 29 日)を行った．レーザー計測とは，レーザ

ースキャナからレーザーパルスを発射し，その反射情報を解析することで三次元データを取得する測量技術で

ある．地上型レーザー計測は，市川の河口から約 4.5km 地点の阿成井堰周辺(北緯 34°48’20”，東経 134°41’40”
地点のおよそ 300m 四方)において地上の 3 つの計測点から行い，航空レーザー計測はその範囲を含む約 2.7km
の区間を幅約 500m においてセスナで上空から行った．図-1 に 2007 年の航空レーザー計測から得た結果を用

いた標高 z(m)に関するコンター図を示す．また図-2 に 2006 年，2007 年の航空レーザー計測結果と，地上型レ

ーザー計測結果の断面図を示す．断面図の測線は，始点を P として図-1 に示す． 
 

断面図(図-2)の測線 P 

 

 
レーザー計測では 1 点 1 点の座標をトータルステーションと同程度の精度で得ることができ，航空レーザー

の 2006 年と 2007 年の比較から樹木群の発達状況を把握することができた．また地上型レーザー計測では，航

空レーザー計測の約 2.7km 区間のデータ数と同程度のデータ数をおよそ 300m 四方の範囲に得ることができ，

レーザーの反射を妨げるような他の樹木群や障害物がない範囲において非常に密なデータを得ることができ

た． 
3. Erdas Imagine の LPS 機能を用いた写真測量 
 レーザー計測は精度が非常に高いが，計測器具が高価であるため計測費用は非常に高価である．そのため本

研究では以降の計測は安価に行うことができる写真測量で行い，その際にレーザー計測のデータを用いる方法

の検討を行った．写真測量には Erdas Imagine(Leica 製)を用いた．計測は姫路市の市川において，地上レーザ

ーと同じ範囲で地上から撮影した画像(2007 年 11 月 17 日)を用いて行った．以後，この計測を地上ステレオ計

，全計測結果の比較を行った(図-4)．なお，図-3 の画像の範囲を世界測地系第Ⅴ系の座標で示している． 
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測と呼ぶ． 
 地上撮影画像は 2 脚の三脚に 2m の鉄製のレールを設置し，水平方向にスライドさせられるカメラ台にデジ

タルカメラを取り付けてステレオ撮影を行った．表-1 に各カメラの情報を示す．また，地上ステレオ計測は図

-3 の始点を Q とする断面において，地上型レーザーの結果と比較を行った．また始点を R とする断面におい

て

 

m z 
図-1 阿成井堰周辺のコンター図 

図-2 阿成井堰周辺の断面比較 
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 (33080, -132310)         (33180 –132130) 表-1 カメラ情報 
 

使用カメラ Nikon D70 (地上撮影) 

焦点距離 18mm 

撮像素子サイズ 23.7mm×15.6mm 

画素数 610 万画素 

画像サイズ 3008pixel×2000pixel 

 
 
 
 
 
 
    

        図-3 地上ステレオ計測の断面図測線 
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図-4 地上型レーザー計測と地上ステレオ計測結果の断面図(始点 Q)比較 
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図-5 全計測結果の断面図(始点 R)比較 

 
地上ステレオ計測では地上型レーザーに近い値を得ることができ，カメラの位置から奥行き方向 10m 以内で

は cm 単位の誤差，およそ 100ｍまでなら 20~30cm 以内の誤差で結果を得られるとわかった．地上ステレオ計

測はカメラ間隔やカメラの高さに変化を与えて撮影を行った．各画像ペアの処理からは，より高い位置からの

撮影の方が樹木などの起伏の激しい状況を捉えられることが分かった．  
4. まとめ  

レーザー計測では非常に高い精度で座標値を得ることができ，2 年間のデータを比較すると樹木群の成長

状況を把握することができた．航空レーザー計測では，植生群や建物などを除いた地盤のデータも得ること

ができ，それから河床変動を確認することもできた．地上型レーザー計測ではレーザーの反射を妨げるよう

な他の樹木群や障害物がない範囲において，密なデータから葉や幹を抽出できることができた．また写真測

量に関して，地上ステレオ計測では，計測範囲がカメラからおよそ 100m 先までの範囲において地上型レー

ザーに非常に近い値を得られた．河道内の植生群落は，定期的に計測を行う必要があり，安価に行うことが

できる写真測量でも植生群落の計測の精度が保障されることがわかった． 
5. 課題 
 今回の地上ステレオ計測の結果から，より高い位置から見下ろすように撮影を行う方が標高 z 値の精度が高

くなることや，画像上の奥に写っている範囲ほど誤差が大きくなるということがわかり，撮影方法や撮影位置

を改善することで精度を向上させることは可能であると考えられる．また本研究では，洪水時の水位計測に地

上ステレオ計測を適用することを検討していく． 
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